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平成 30年９月 11日 

各 位 

会 社 名 株式会社エンビプロ・ホールディングス 

代表者名 代表取締役社長   佐 野 富 和 

（コード番号：5698 東証第一部） 

問合せ先 執行役員 経営企画部長 竹 川 直 希 

（TEL. 0544-58-0521） 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 30年９月 11日開催の取締役会において、下記のとおり、平成 30年６月 30日を基準日

とする剰余金の配当を行うことを、平成 30年９月 27日開催予定の第９期定時株主総会に付議すること

を決議しましたので、お知らせします。  

 

記 

 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

(平成 30年５月 14日公表） 

前期実績 

（平成 29年６月期） 

基 準 日 平成 30年６月 30日 同左 平成 29年６月 30日 

１株当たりの配当金 17円 00銭 17円 00銭 30円 00銭 

配 当 金 総 額 254,029千円 － 194,053千円 

効 力 発 生 日 平成 30年９月 28日 － 平成 29年９月 29日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

(注)当社は平成 30 年１月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の株式分割を行っており

ます。平成 29 年６月期の１株当たりの配当金については、当該株式分割前の実際の配当金の額を

記載しております。株式分割後の基準で換算した平成 29年６月期の１株当たり配当金は 15円とな

ります。 

 

２．理由 

 当社は、株主に対する利益還元を重要課題の一つとして認識し、業績に応じた利益配分、経営基盤強

化のための内部留保等を総合的に勘案しながら、長期的な視野に立ち、安定的かつ継続的な利益還元を

行うことを基本方針といたします。業績連動利益配分の指標として連結配当性向 20～30％を目標として

実施してまいります。なお、上記の連結配当性向に基づく配当金が年間 10 円を下回る場合にも、年

間 10円の安定配当を目指す所存です。 

 また、当社の剰余金の配当は、年１回の期末配当を基本方針としております。当社は「取締役会決議

により毎年 12月 31日を基準日として中間配当を行うことができる」旨を定款に定めており、剰余金の

配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会としております。 

 以上の基本方針を踏まえ、平成 30年６月期の配当につきましては、１株当たり 17円を実施する予定

であります。 
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（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たりの配当金 

基準日 第２四半期 期末 年間 

当期実績（期末は予定） 

（平成 30年６月期） 
－ 17円 00銭 17円 00銭 

前期実績 

（平成 29年６月期） 
－ 30円 00銭 30円 00銭 

(注)当社は平成 30 年１月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の株式分割を行っており

ます。平成 29 年６月期の１株当たりの配当金については、当該株式分割前の実際の配当金の額を

記載しております。株式分割後の基準で換算した平成 29年６月期の１株当たり配当金は 15円とな

ります。 

 

以 上 


